
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和５年度 滋賀県がん診療連携協議会 第２回相談支援部会 

開 催 日 時 令和６年２月７日（水） 

開 催 方 法 Zoomによるweb開催 

出 席 者 【部会員】 

滋賀県立総合病院         山内 智香子 

大津赤十字病院          塘 賢二郎 

市立長浜病院           田久保 康隆 

滋賀医科大学医学部附属病院    田中 哲志 

大津赤十字病院          琴 順華 

滋賀県立総合病院         岡村 理 

公立甲賀病院           西村 直也 

彦根市立病院           藤井 滋生 

市立長浜病院           片桐 麻理子 

高島市民病院           大塚 初美 

市立大津市民病院         難波 紀代子 

淡海医療センター         谷 由紀子 

済生会滋賀県病院         山田 寿美 

近江八幡市立総合医療センター   木本 美由紀 

長浜赤十字病院          福永 佳子 

東近江総合医療センター      宮城 暢子 

一般社団法人 滋賀県薬剤師会    田中 聡美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   菊井 津多子 

滋賀県健康医療福祉部       藤田 恭子 

滋賀県立総合病院         野間 幸夫 

【事務局】 

滋賀県立総合病院           渡部 賢太              （敬称略） 

欠 席 者 一般社団法人 滋賀県医師会     重永 博 

一般社団法人 滋賀県歯科医師会   黒岩 敏彦 

公益社団法人 滋賀県看護協会    𠮷岡 千晴 

一般社団法人 滋賀県歯科衛生士会  吉田 なおみ 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   須藤 恵子 

議 事 概 要 【審議事項】  

１．令和５年度相談支援部会の取組み最終評価及び令和６年度の取組みについて 

令和５年度取組み最終評価について、アクションプランのとおり適切に実施できている

ためA評価とした。中でも、制限していたがん患者サロンを全て再開できた点を評価して

いる。 

令和６年度の取組みについて、PDCAチェックリストは今年度から継続しPlan（計画）を

「がん相談窓口取組み実施状況の充実」、Do（実行）を「各体制の確保、各支援の実施」

に設定する。アクションプランシートは「がん相談員研修会の開催」、「がん患者サロンの

運営にかかる調整」、「滋賀の療養情報の更新」、「がん相談後のアンケートの実施」につい

ては今年度から継続する。また、「がん相談支援センターPDCA実施状況チェックリスト共

通項目」を新様式に修正し、新たに「滋賀の療養情報の配布方法の実践状況確認」を追加

する。 

          

２．「滋賀の療養情報【第11版】」について 

11月からWGメンバーで更新作業に取り掛かり、11月に１回、12月に1回部会員宛校正依



 

頼をかけた。今後、業者へ発注を行い３月中に事前に回答いただいた送付先に納品となる。 

 

【報告事項・情報共有事項】 

３．「滋賀の療養情報」の配布方法の実践状況確認 

今回、３つの医療機関が改善に取り組んでいただき合計で８項目改善している。項目毎

の実践割合を見ると「医師など医療者への周知」が46%、「がんと診断された患者さんへの

配布」が48%、「院内での設置」が79%、「情報として発信」が25%となっている。 

「がんと診断された患者さんへの配布」の項目の実施割合が48%と、前回から6%改善し

ている。また、全項目の実践割合は48%で、開始時の35%から順調に改善できている。 

少しでも実践できるよう各施設の取組み状況を参考に、引き続き取り組みをお願いした

い。  

 

４．相談支援センター等におけるコロナウィルス感染症に関する影響及び対応について

のアンケート結果報告  

 多くの医療機関でコロナウィルスによる制限を解除している。中でもがん患者サロンは

制限をしていた全ての医療機関が再開している。コロナウィルスも５類となり各医療機関

も個別に対応されているため今回でアンケートを終了する。   

      

５．令和５年度がん相談支援センター等がん相談窓口の体制、PDCA実施状況チェックリ

スト 

令和５年度がん相談支援センター等がん相談窓口の体制については、相談対応の人員が

４月は61名だったが、１月は64名と３名増となった。 

 PDCA 実施状況チェックリストについては、各病院にて自己評価を行っていただいた。

全体的にほぼ取組みができており、少しずつ改善が進んでいるという結果となっている。

      

６．令和５年度がん相談後アンケート結果 

 対象13施設中10施設から187件の回答があった。昨年同時期は188件であり同程度の件

数。相談の結果については、「こういう場所があると知って、すごく心強いと思った。」、

「不安な時に専門的な冷静な意見を聞けるのはありがたく思った。」、「抗がん剤は高いと

いうイメージで諦めていた。今後の治療に希望が見えた。」等のポジティブな意見が多く

見受けられた。一方、「診療後に支援センターのことを診療科にて一言患者に伝えてもら

えると安心する人がいると思う。」、「医師になかなか詳しく聞けないので、その隙間を埋

めてくれるような質疑応答をこのセンターで可能にして欲しい。」、「患者にもっと広く知

ってもらい、相談を受け安心して治療を受けられるよう広く広報してほしい。」等、今後

の課題となる意見もいくつかあった。アンケートの結果を一覧に整理したので参考にして

いただきたい。 

         

７．令和５年度滋賀県がん診療連携協議会 相談支援部会 がん相談支援センター相談

員研修会（令和６年３月開催予定）について  

滋賀医科大学医学部附属病院田中部会員から報告。  

 令和６年３月４日14時から17時の３時間程度で「がん患者さんの『お金』と『暮らし』」

をテーマに相談員研修会を滋賀県立総合病院で開催予定。後日、開催要領を配布するので

是非参加いただきたい。 

 

８．第21回 都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 情報提供・相談支援部会（202

3年11月24日開催）の報告について 

９．次年度以降のがん相談支援センターPDCA実施状況チェックリストについて 

滋賀県立総合病院岡村部会員から報告。 

部会では新整備指針が発出され１年経過しての都道府県拠点の変化と課題を中心に、病

院を上げてがん相談支援センターを患者支援に浸透させるにはどうしたら良いか、や、が

んと診断されてから治療開始までの間にがん相談支援センターに立ち寄るシステムにつ



 

いてディスカッションがあった。 

また、PDCA実施状況チェックリストについて今後の活用方法の検討がディスカッション

された。新たなチェックリストは新整備指針の内容を踏まえ項目を整理しブラッシュアッ

プしたものとなっている。 

今後、国の相談支援部会から全拠点病院を対象としたチェックリストアンケートを２～

３年に１回程度実施する予定とのこと。滋賀県では今まで行っていたチェックリストを次

年度以降、新しいチェックリストで各拠点病院のがん相談支援センターPDCA実施状況を確

認していけたらと考えている。 

 

10．滋賀県健康医療福祉部 令和６年度予算（案）について  

 滋賀県健康医療福祉部藤田部会員から報告。 

 令和６年度予算について大きな変更はない。第４期滋賀県がん対策推進計画（令和６年

度～）では、がん検診受診率（69歳まで）の目標値が50％から60％に引き上げられる予定

であることから、がん検診の受診率向上へ一層の取組を進める。また、アピアランスケア

や妊孕性の補助金については、年々申請数が増加しているため増額しているところ。 

 

11．「第15回滋賀県がん医療フォーラム～標準治療と自分にあった治療選択～」開催につ

いて  

 令和６年２月10日13時30分から「標準治療と自分にあった治療選択」というテーマで滋

賀県がん医療フォーラムが開催される。   

 

12．その他報告事項 

（１）彦根市立病院藤井部会員より「がん患者およびその家族が一度はがん相談支援セン

ターを訪問できる体制について」各病院でどのように取り組まれているか確認したいと質

問があった。 

（意見）整備指針の見直しに伴い、がんと診断されて治療開始までの間に、具体的な相談

事がなくても、がん相談支援センターに立ち寄っていただくよう仕組みづくりをしてい

る。具体的には各診療科外来、外来看護師の協力のもと患者、家族にがん相談支援センタ

ーの案内、「滋賀の療養情報」、「がんと診断されたあなたに知ってほしいこと」の冊子を

お渡しし、がん相談支援センターに立ち寄るように伝えている。実際、治療開始までの間

にがん相談支援センターに来ていただき話を伺うなかで、何らかの悩みを持っておられる

ことが多い印象。 

（意見）外来診察室でがんの疑いの時は「がん相談支援センターリーフレット」、がん告

知の段階で「がん相談支援センターリーフレット」、「滋賀の療養情報」を看護師からお渡

しし、場所を案内している。入院支援センターのスタッフからも案内をしている。 

（２）滋賀県がん患者団体連絡協議会菊井部会員より第11期ピアサポーター養成講座修了

生の報告と４月からのがん患者サロン担当ピアサポーターについて変更があるサロンが

ある旨の報告があった。また、遺族ががん患者サロンに来られた場合の対応について、各

医療機関で対応可能か質問があった。 

（回答）次回の部会前にアンケートを行い整理する。 

    

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                        令和 ６年 ２月 ７日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

   相談支援部会 部会長  山内 智香子 


